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WWWに よるインターネ ッ ト上の教育情報提供 システム
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国内 におけるイ ンターネ ッ トの教育利用 の現状 を調査 す るために,大 阪教 育大学 情報処 理セ ンター

のWWWサ ーバ上 に 「イ ンターネ ッ トと教育」 のペー ジを実験 的に開設 した。 このペー ジで は,主 に

日本国内 の初等 ・中等教育 に関連 する情報(会 合,教 育系大学,各 種機 関,高 等学校,中 学校,小 学

校,教 育 セ ンター,図 書館,美 術館,博 物館,教 材資料,活 動報告,研 究団体 索引情報)で インター

ネ ット上 に公開 されて いる ものを収集,整 理 して提供 して きた。現在 までの このペー ジの運用状 況を

まとめ るとともに,昨 年末 に実施 したア ンケー トの結果 などを踏 まえて,イ ンターネ ッ ト上 の教育情

報提供 システムの今後 の課題 を議論す る。

キ ー ワー ド:教 育 情 報,イ ンタ ー ネ ッ ト,WWW,K-12,URLイ ンデ ッ クス

1は じめ に

1995年,イ ンタ ー ネ ッ ト[']は 日本 国 内 に お い て急 速 に拡 大 し,社 会 的 な 事 象 と して 広

く認 知 され る よ う に な っ た。 そ の き っか け と な った の はWWWシ ス テ ム 〔2コの 普 及 と そ の

日本 語 化 で あ り,イ ン ター ネ ッ トの利 用 は,大 学 ・研 究 機 関 を 中心 と した学 術 利 用 か ら商

業 利 用 や 一 般 個 人 の利 用 へ と大 き く シフ トす るに至 った。 ま た これ に伴 い,医 療,福 祉,

行 政,教 育 な ど の公 共 セ ク ター に お け る イ ン ター ネ ッ トの利 用 に も高 い 関心 が 集 ま る よ う

に な っ た。

イ ンタ ー ネ ッ トの教 育 利 用 に関 して い え ば,通 産 省 と文 部 省 に よ る全 国 の小 ・中 ・高 等

学 校 を対 象 と した ネ ッ トワ ー ク利 用 環 境 提 供 事 業[3],い わ ゆ る 「100校 プ ロ ジ ェ ク ト」 が

2年 間 の計 画 で1995年4月 に活 動 を 開始 した。 ま た,こ れ に並行 して 各 地 域 の ネ ッ トワ ー

ク組 織 大 学 や地 方 自治 体 に よ るイ ン ター ネ ッ トの教 育 利 用 の た あ の 各 種 の プ ロ ジ ェ ク ト

が 次 々 と ス ター トして い る。 国 内 の これ らの先 駆 的 な活 動 はINET'95の 報 告 に見 る こ とが

で き る[4]0

大 阪 教 育 大 学 で は,1994年 の8月 に情 報 科学 講座 の佐 藤 隆 士 助 教 授 の 指 導 の も と に,総

合 基 礎 科 学 専 攻 の西 俣 憲 幸 氏 が情 報処 理 セ ン タ ー の ワ ー ク ス テ ー シ ョ ン上 で 立 ち 上 げ た

WWWサ ー バ が試 験 的 に 公 開 され,各 種 の 情 報 提 供 の 実 験 を 行 って きた 。 と こ ろで,1995

年3月 に大 阪教 育 大 学 で 開催 さ れ た,平 成6年 度 教 員 養 成 大 学 ・学 部 等 教 官 研 究 集 会

「理 科 教 育 の 現 状 と課 題 」 の分 科 会 「マ ル チ メ デ ィア時 代 の授 業 実 践 」 に 関 連 した デ モ ン

ス トレー シ ョン と して,イ ンタ ー ネ ッ トの 教 育 利 用 の 現 状 を 提 示 す る ホ ー ム ペ ー ジ の作 成

が企 画 され た。

この 時点 で の イ ンタ ー ネ ッ ト上 の 教 育 情 報 の 提 供 ペ ー ジ と して は,青 山 学 院 大 学 の西 和

人 氏 の 「教 育 と イ ンタ ー ネ ッ トのお 部 屋 」[5],愛 知 教 育 大 学 の鎌 田敏 之 氏 の 「国 内 に お け
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るIn七ernetの 教 育 利 用」[6],山 梨 大 学 の成 田雅 博 氏 の 「な りた ま の 教 育 情 報 ガ イ ド」[nな

どが 公 開 され て お り,い ず れ も充 実 した内 容 で 国 内 外 の イ ンタ ー ネ ッ トの教 育 利 用 の現 状

を 知 る上 で 貴 重 な もの で あ っ た。

そ こで,新 た に大 阪 教 育 大 学 で 教 育 情 報 の提 供 ペ ー ジを公 開 す る必 要 が あ る か ど うか を

検 討 した。 異 な っ た視 点 か ら運 用 さ れ る複 数 の教 育 情 報 提 供 シス テ ム が 国 内 の各 地 域 に存

在 す る こ とが イ ンタ ー ネ ッ トの教 育 利 用 の活 性 化 に必 要 だ と判 断 し,ま た教 育 情 報 シス テ

ム の運 用 を通 じて そ の課 題 や問 題 点 を探 る こ とを 目 的 と して,主 に 初等 中等 教 育 を対 象 と

す る2次 情 報 の提 供 を行 う実 験 的 ペ ー ジを 開設 す る こ とに した。

ホ ー ム ペ ー ジは1995年3月 下 旬 に 「イ ン ター ネ ッ トと教 育」 の タイ トル で 運 用 を 開 始 し

た(http://www.Osaka-kyoiku,ac.jp/educ/)。 な お,ほ ぼ 同 時 期 に,兵 庫 教 育 大 学 で 上

谷 良 一 氏 に よ る 「日本 の学 校 」圃が,新 潟 大 学 教 育 学 部 の 内 山渉 氏 に よ る 「WWWサ ー バ

リス ト」團が 同 種 の 教 育 情 報 提 供 ペ ー ジ と して公 開 さ れ て い る。

■URLイ ンデ ッ ク ス

イ ン ター ネ ッ トに お け る情報 資 源 はURL(UniformResourceLocator)[2]と よ ば れ る

一 種 の ア ドレス に よ って識 別 され て い る
。 このURLがWWWの ホ ー ム ペ ー ジか ら の リ ン

ク先 を指 定 す る情 報 とな る。URLイ ンデ ック ス は,い わ ば 図 書 館 の 図 書 目録 索 引 に 相 当

す る もの で あ り,こ れ を収 集 ・整理 す る こ と よ って2次 情 報 サ ーバ を 実 現 で き る。

1URL情 報

最 初 に作 成 した ホ ー ム ペ ー ジの フ ァイル(1995年3月25日)に よ る と,49箇 所 のURL

リン クが,1.シ ンポ ジウ ム ・研 究 会,2.大 学(教 育 ・教 員 養 成 系 学 部 な ど),3.高 等 学 校 ・

中学 校 ・小 学 校 な ど,4.そ の他 の組 織 や個 人 な ど,5.図 書 館 ・博 物 館 ・美 術 館 な ど に 分 類

さ れ収 録 され て い る[10]。そ の 後 の 経 緯 を 以 下 に簡 単 に整 理 す る。

●[1995年6月]不 定 期 だ った 情 報 の 更 新 を 原 則 と して 毎 週 土 曜 日 に。

●[1995年7月]分 類 の 大 項 目を7項 目 に整 理(1.掲 示,2.大 学,3.学 校,4.資 料,5,企

画,6.海 外,7,索 引)。 大 項 目 は2～4程 度 の 中項 目に分 類 。

●[1995年9月]英 語 版(K-12fromJapan)を 作 成 。 日本 語 版 は 日本 語 の,英 語 版 は英

語 の ペ ー ジ に各 々 リ ンク し,英 語 ペ ー ジが存 在 しな い場 合 に は[J]マ ー クで 識 別 。

●[1995年10月]東 京 大学 工 学 部 の 倉 光 君 郎 氏 が開発 したWebNEWsを 用 い た コ ミュニケ ー

シ ョ ンチ ャ ンネ ル 「K-12の 広 場 」 を開 始 。

●[1995年12月]イ ンタ ーネ ッ ト上 の 教 育 情 報 サ ーバ の 利 用 に関 す る ア ンケ ー ト実 施 。

さて運用開始から現在までの新規登録数は,週 平均約19件 となってお り,URLリ ンク

数の総数はほぼ時間に比例 して増加 している。一方,NTTの 新着情報のバ ックナ ンバー

ファイルのサイズは,1995年3月 に17KBだ ったものが,7月 に141KB,11月 に630KB,

1996年3月 には1142KBに まで達 し(平 均約1.7件/KB),URLリ ンクの数 は指数関数的な

増加傾向を示 している。

最近 は情報更新や宣伝のため反復 して掲載 される場合も多 く,必 ず しもすべてが新 しい

情報の増加を意味しているわけではないが,国 内の新着情報の増加量に比べて 「インター

ネットと教育」で収集 している教育関連の情報の増加量が相対的に押さえられているのは,
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企 業 に よ るイ ン ター ネ ッ ト利 用 の 急速 な 増 加 の ほか に,我 々 の情 報 収 集 能 力 の 限 界 な ど に

起 因 して い る と推 測 され る。 現 在(1996年3月23日 版)の 「イ ンター ネ ッ トと教育 」の ペ ー

ジのURLリ ン クの数 は,1.掲 示 →40,2 .研究 →89,3.学 校 →388,4.資 料 →213,5.活 動 →

158,6.海 外 →40,7.索 引→45,合 計973で あ る。

2学 校 の ペ ー ジ

1996年3月 末 の段 階 で,「 イ ンタ ー ネ ッ トと教 育 」の ペ ー ジに登 録 され て い る学 校 の ホ ー

ム ペ ー ジの数 は延 べ346(108)校 にな る。 こ の内 訳 は,高 等 学 校127(50)校,中 学 校100(34)

校,小 学 校93(17)校,特 殊教 育 関 連 な どそ の他26(7)校 とな って い る。 こ こで,括 弧 内 は

100校 プ ロ ジ ェ ク トの対 象 校 の 内数 を表 わ し,小 中学 校,中 高 等 学 校 な ど は重 複 して 数 え

て い る。 また,学 校 数 の 統 計 にお いて は,学 校 全 体 と して 公 式 に取 り組 ん で い る もの に加

え て,教 師 グル ー プや個 人 の 学校 にお け る個 別 の活 動 な どを も含 めて い る。

一 方
,こ れ らの学 校 の ホ ー ムペ ー ジの 設 置 形 態 を み る と,100校 プ ロ ジ ェ ク トが108校,

関連 大 学 が106校,商 用 プ ロバ イ ダ ー が82校,地 域 の 公 共 機 関 な どが50校 とな って い る。

な お,地 方 自治 体 の 教育 セ ンタ ーや 教 育 委 員 会 で は20箇 所 が ホ ー ムペ ー ジを公 開 して い る。

今 後 は 商用 プ ロバ イ ダー や地 方 自治 体 の 教 育 セ ンタ ーな どが 大 き な役 割 を 占め る こ と にな

るで あ ろ う。

イ ン ター ネ ッ トで ホー ムペ ー ジを 公 開 して い る現 在 の 学 校 数 を,全 国 の 学校 数(「 文 部

省 学 校 基 本 調 査 報 告 」 平 成7年 度 速報 値[11])と 比 較 して 見 る と,ホ ー ム ペ ー ジ を 開 設 し

て い る学 校 数 の割 合 は,高 等 学校 で2.3%,中 学 校 で0.9%,小 学校 で0.4%,盲 ・聾 ・養 護

学 校 で1.4%で あ る。 ま た,こ れ らの 総計 で は0.8%と な り引 き続 き増 加 し続 けて い る。 ま

た教 育 委 員 会 や地 域 ネ ッ トワ ー ク,教 育 系 大学 な どを 中 心 と した 活動 の活 発 な地 域(佐 賀

3.4%,滋 賀3.2%,新 潟2.0%,奈 良2.0%,京 都1.9%,高 知1.9%,山 梨1.6%)が 先 行 し

て い る様 子 が伺 え る。

3資 料 の ペ ー ジ

教材資料のホームページに関しては,図 書館,美 術館,博 物館,関 連情報の4っ の中項

目に分類 したが,そ れ以上の教科別分類などは行 っていない。1っ には,分 類作業を行 う

だけの時間的な余裕が存在 しないためであるが,資 料 として特定の教科に分類できない性

格のもの(環 境,国 際,ボ ランティア)が 多いためでもある。

また,「 インターネットと教育」のページ全体の項目分類に関 してもm的 に特定の項

目に分類するのが難 しい場合が多い。そもそも情報を選択 し分類する場合,そ れを解読す

る主体の問題意識や世界観によって無数の可能性が存在するわけであり,す べての利用者

が満足できる分類形態を探す ことは本質的に困難である。

その意味では,利 用者が自分の目的に応 じて自由にかっ容易に再構成 して利用可能とな

る索引情報データベースがあれば理想的である。 「インターネットと教育」のページでは

リンク情報 ファイルの分割や階層化を最小にして,利 用者のダウンロー ドが容易になるよ

う配慮 しているが,こ のために生ずるファイル容量の増加はアクセス時の負荷 ともなるた

め,よ り適切な方法の検討の余地がある。

4運 用環境と管理

大 阪 教 育 大 学 のWWWサ ーバ は柏 原 キ ャ ンパ ス の情 報 処 理 セ ン ター の ワ ー ク ス テ ー シ ョ
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ン,S-4/330(主 記 憶32MB,補 助 記 憶1.8GB)でNCSAhttpdが 運 用 されて い る。WWWサ ー

バ の実 際 の管 理 は西 俣 憲 幸 氏 を 中心 と した情 報 科 学 講 座 の佐 藤研 究 室 の協 力 の も と に行 わ

れ た。 な お,大 阪教 育 大 学 の キ ャ ンパ ス ネ ッ トワー クは1.5Mbpsの 高 速 デ ジ タ ル 回 線 で,

大 阪大 学 大 型 計 算 機 セ ン ター 内 の大 阪地 域 大 学 問 ネ ッ トワー クORIONSNOCに 接 続 さ れ

て い る。

「イ ン ター ネ ッ トと教 育 」 の ペ ー ジの管 理 は著 者 らが行 って い るが,作 業 環 境 と して主

にMacintoshLC630(主 記 憶20MB,補 助 記 憶250MB)上 のNetscape1.121[ja]を 用 い て 新

規 リン ク情 報 の発 見 と,既 存 リン ク情 報 の更 新 を行 って き た。 ま た,URLイ ン デ ック ス

の管 理 で は,リ ン ク先 の移 動,変 更,消 去,英 語 ペ ー ジの新 設 な どに伴 う更 新 も重 要 で あ

る。 も し これ を怠 る と,一 定 の割 合 で発 生 した 消失 リン クや誤 リン クが蓄 積 し,情 報 ノ イ

ズ の割 合 が増 加 し続 け る。 これ が,図 書 の 目録 情 報 管 理 な ど と本 質 的 に異 な る部 分 で あ る。

リン ク情 報 の新 設 や変 更 は利 用 者 か らの メー ル で も報 告 され て い るが,平 均4～6通/

週 で,総 作 業 量 の20～30%程 度 で あ る。 ユ ー ザ か らの情 報 連 絡 の受 付 が よ り円滑 に機 能 す

るよ うな.CGI-FORMを ペ ー ジに付 加 す るな どの工 夫 の余 地 が あ る と思 わ れ る。

さて,「 イ ン ター ネ ッ トと教 育 」 の ペ ー ジの ア クセ ス数 は増 加 して い る もの の そ の絶 対

値 は必 ず し も多 くな い こ とが わ か る。 例 え ば11/4～12/23の8週 間 の平 均 を 見 る と,大 阪

教 育 大 学 の全 体 の フ ァイ ル ア クセ ス数 は8469回/週,イ ン ター ネ ッ トと教 育 の ペ ー ジ全 体

で2215回/週,英 語 版 の ペ ー ジが全 体 で508回/週 で あ る。 ま た,次 章 で 説 明 す るK-12の 広

場 は665回/週 で あ っ た。

皿 コ ミ ュニ ケ ー シ ョンチ ャ ンネ ル と して のWWW

イ ン ター ネ ッ ト上 で の教 育 活 動 の うち主 にWWWサ ーバ に現 れ る部 分 を 観 察 して い て,

双 方 向 の コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン シス テ ム の必 要 性 を強 く感 じた。 ネ ッ トワー ク上 で の コ ミュ

ニ ケ ー シ ョ ンの た め の シ ス テ ム と して は メ ー リング リス トや ネ ッ トニ ュースが あ るが,100

校 プ ロ ジェ ク トを中 心 と した各 学 校 で は ネ ッ トニ ュ ー ス の利 用 が 必 ず し も進 ん で お らず,

複 数 の メ ー リ ング リス トが 交 錯 す る状 態 が 続 い て い る。

例 え ば,教 育 に関 わ る ネ ッ トワ ー ク コ ミュ ニ テ ィの大 多 数 に呼 びか け た い場 合,複 数 の

メ ー リ ング リス トや ニ ュ ー ス グ ル ー プ に案 内 を送 る必 要 が あ る。 あ る い は,特 定 の サ ブ コ

ミュ ニ テ ィを対 象 に メ ッセ ー ジを送 る こと を考 えて も,そ れ が必 ず し も既 存 の メ ー リン グ

リス トに対 応 して い るわ けで は な い。

そ こで,コ ミュ ニ ケ ー シ 毒 ンの た め の情 報 ハ ブ機 能 を持 った サ イ トが複 数 存 在 して,情

報 交 流 の中 心 と な る必 要 が あ る の で は な い か と考 え た。 例 え ば,k12.*に 相 当 す る 国 内 の

教 育 に関 わ る ネ ッ トニ ュ ー ス グ ル ー プ を活 用 す れ ば,こ の問 題 は解 決 す るの で あ るが,現

在 のfj.education.・,momo.・,tnn.edu+net.・ な ど は必 ず し も十 分 に は機 能 して い な い よ

うに思 わ れ る。

ま た,こ の た め の手 段 と してWWWを 用 い る こ とに よ って,マ ル チ メデ ィア情 報 を含 め

た双 方 向 の情 報 交 換 が容 易 に な る と考 え られ る。 そ こで,1995年 の秋 の 時点 で 公 開 され て

い たハ イパ ー テ キ ス ト型 の ニ ュー ス シ ス テ ム,HyperNews,WebNEWs,HyperBoardな

ど の 中 か ら,比 較 的 イ ンス トー ル の容 易 なWebNEWsを 選 択 して 「イ ン ター ネ ッ トと教育 」

の ペ ー ジに 付設 した 「K-12の 広 場 」 の ペ ー ジ(h七tp://www.osaka-kyoiku.ac.jp/web-

news/)を 作 成 した。
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当 初 は,k12j.test(練 習),k12j.news(通 知),k12j.info(発 見),k12j.comm(交 流),k12j.

kids(子 ど も),k12」.soft(提 供),k12」.misc(話 題)の7つ の サ ブ グル ー プ を作 った。 前 章 の

最 後 で 触 れ た よ うに,こ の ペ ー ジに対 す る フ ァイ ル ア クセ ス は最 高 で平均90回/日 近 くあ っ

た が,1人 あ た りの ア ク セ ス フ ァイ ル数 が 多 い た あ実 際 の利 用者 数 は か な り少 ない。 また,

こ の約3か 月 間 に わ た る外 部 か らの投 稿 数 は す べ て の サ ブ グル ー プを 合計 して延 べ で64回

と な って い る。 ア ク セ ス数 が少 な か った た め サ ブ グル ー プを 段 階 的 に縮 小 し,現 在 で は,

k12j.test(練 習 ・話 題),k12j.news(通 知),k12j。comm(交 流),k12j.ques(質 問)の4っ を

運 用 して い る。

当 初 の も くろ み は残 念 な が ら失 敗 に終 わ って い るが,そ の原 因 と して は当該 ペ ー ジの 認

知 度 が 低 くて投 稿 者 数 が少 な い た め,よ け い投 稿 しに くい と い う悪 循 環 が あ る ので は な い

か と指 摘 さ れ て い る。 ま た,利 用方 法 が分 か り に く い,投 稿 す るた め の 手 間 が か か る,あ

る い は話 題 を十 分 絞 り切 れ て いな か った な どが 考 え られ る。

WWWに よ るハ イ パ ー テ キ ス ト型 ニ ュー ス シ ス テ ム を単 な る ニ ュ ー ス グ ル ー プや メ ー リ

ン グ リス トの代 替 と して 考 え たの で は,利 用 者 の敷 居 が 高 い た め シ ス テ ム は うま く機 能 し

な か った。 また 成 功 して い る ケ ー スで はか な り活 動 的 な数 名 の グ ル ー プ が議 論 を リー ドし

て い る よ うで あ る。

Nイ ンターネッ ト上の教育情報サーバに関するアンケー ト

1ア ンケ ー トの 目的

「イ ン ター ネ ッ トと教 育 」 の ペ ー ジを今 後 どの よ うな 形 で 発 展 させ るか を検 討 す るた め,

イ ン ター ネ ッ ト上 の教 育 情 報 サ ーバ の 利 用 に関 す る ア ンケ ー トを実 施 した。 対 象 は,形 態

を 問 わ ず イ ン ター ネ ッ ト上 にオ リジナ ル な ホ ー ムペ ー ジを 開 設 して い る小 ・中 ・高 等 学 校

の教 員 個 人 と し,147校,222名 に 直接 電 子 メー ル で ア ンケ ー トを 発送 した 。

ア ンケ ー トの 文面 は表1に 示 され て い る。1995年12月2日 を締 切 と して2週 間 前 の11月

17日 に発 送 した結 果,最 終 的 に94名 か らの回 答 が 寄 せ られ た。 回答 者 の 内訳(人 数)は 以

下 の とお りで あ る。

● 年 齢:～25才(5),～30才(6),～35才(33),～40才(22),～45才(20),～50才(5),～55

才(1),56才 ～(2)

●所 属1小 学 校(15),中 学 校(26),高 等 学 校(50),盲 ・聾 ・養 護 学 校(6),そ の他(1)

● 教 科:国 語(4),社 会(10),算 数/数 学(16),理 科(23),音 楽(1),図 画工 作/美 術(2),保

健 体 育(1),技 術 ・家 庭(5),英 語(10),そ の他(26)

回答者 の年齢分布か ら30才以下の若い教員が相対的に少ないことがわかる。一般のイン

ターネット利用者調査によればその主力は20代か ら30代前半でありそれ以上の世代は非常

に少なくなっている。 これに比べるとインターネットの教育現場での利用においては35～

45才 の教員層がかなり重要な役割をはたしていることが特徴 となっている。所属分布はほ

ぼ100校 プロジェク トの参加校に比例 しており,高 等学校が約半数を占めている。 また回

答者の担当教科では理科や数学の教員が大きな割合を占あている。
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表1イ ンターネ ッ ト上 の教育情報 サーバ の利用 に関す るア ンケー ト

質問1情 アクセス手段

インターネット上での教育情報の収集や発信の手段として何を用いていますか?主 に使われるものの番

号をカンマで区切って#行 に書いて下さい。 複数回答可

1.電 子 メ ール2.メ ー リ ン グ リス ト(100校 関 係)3.メ ー リ ン グ リス ト(2,以 外)4,ネ ッ トニ ュ ース(fjニ ュ ー

ス グ ル ー ブ)5.ネ ッ トニ ュ ー ス(4.以 外)6.パ ソ コ ン通 信 の 電 子 掲 示 板 ・会 議 室 ・フ オ ー ラ ム7.チ ヤ ッ

ト8.ftp/gopher9.WWW10.そ の 他(具 体 的 にお 書 き くだ さい)

質問2】 求される1次 情報

イ ンターネ ッ トによ りアクセ ス したい教 育情報 は なんです か。特 に必要だ と思 われ る もの の番 号 をカ ン

マで 区切 って#行 に書 い て下 さい。 複数 回答可)

1.イ ベ ン ト ・研 究会 の案 内2.各 学 校 のペ ージ3.研 究論 文 ・実践報 告4.電 子教 科書5.電 子図 鑑 ・百

科事 典6,プ ロ グラム ・ソ フ トウ ェア7,図 書館 ・美術 館 ・博 物館情 報8.学 習 指導 案 ・教材 情報9,教

育 プロ ジェ ク ト10.そ の他(具 体 的 にお書 きくだ さい)

質問32次 情報サーバの選択

国内 の教育 に関 わるURLリ ス トや イ ンデ ックス を提供 して いるペ ージで 、 よ く使 われ る ものの番号 を

カ ンマで 区切 って#行 に書 いて 下 さい。(複 数 回答可

1,キ ッズ ベ ージ(GLOCOM)2.ア ビ ック ネッ ト(APICNET)3,100校 プロジ ェク ト参加 校 リス ト(CEC)

4。 グローバ ル ク ラスル ーム(蓮 見 信 夫 さん)5.WebRec(岐 阜大 学 カ リキュ ラム開発 セ ン ター)6.教 育

とイ ンター ネ ッ トのお部屋(西 和 人 さん:青 山学 院大学)7.国 内 にお け るInternetの 教 育 利用(鎌 田敏 之

さん:愛 知 教育大 学)8.な りた まの教 育 情報 ガ イ ド(成 田雅博 さん:山 梨大 学 教育 学部)9.日 本 の学校

(上谷 良一 さん:兵 庫教 育大 学)10.WWWサ ーバ リス ト(内山渉 さん:新 潟大学 教 育学 部)11.日 本の学校

(佐野 昭一 さん)12.教 育 機 関のペ ージ(池 谷瞳 さん:CLUBAMBER)13.イ ン ターネ ッ トと教育(大 阪教 育

大 学)14.冊Wホ ー ムサ ーバ ガイ ド(日本 科 学技術 情報 セ ンター;JICST)15.Yahho(近 多 泰 宏 さん:豊 橋

技 術科学 大学)16.CSJイ ンデ ックス17.NE'fPLAZA(NECmesh)18.InfoNavigator(FujitsuInfoWeb)

19.URL広 場/日 本 の新着 情報(NTr)20.そ の他(具 体 的 に名前 をお書 き くだ さい)

質問42次 情報サーバの利用

教育に関連する情報を探すために、質問3で 例示されたような教育情報サーバやインデックスサーバを

平均してどれくらいの頻度で利用していますか。該当する番号を#行 に書いて下さい。

1.1日 数 回以上2.1日1回 以 上3.週 に1回 以上5 .月 に1回 以上

6.月 に1回 未満7.主 に他 の手段 で情報 を入手8.そ の他(具 体 的 にお書 き くだ さい)

【質問52次 情報サーバの 件

教 育 に関 わるURLリ ス トや イ ンデ ックス を提 供 してい るべ 一ジの属性 で、特 に

重要 だ と思'も の の番 号 をカ ンマで 区切 って#行 に書 いて下 さい。 複数 回答 可

1.デ ザ イ ン ・表 現2.情 報 表示 の速 さ・3 .情報 の量4.情 報 の正確 さ

5.情 報の鮮 度/更 新頻 度6。 情報分 類 の的確 さ7.有 用 な情報 の割合

8.情 報検索 機能9.利 用者 か らの情 報登録10.そ の他(具 体 的 にお書 き くだ さい)



2ア ンケ ー トの結 果

情 報 ア ク セ ス手 段 と して何 を用 い て い るか を たず ね た結 果 が図1で あ る。予 想 通 りWWW

と電 子 メ ー ル が上 位 に あ り,ほ とん ど全 員 が これ らを利用 して い る ことが わ か る。 また メー

リ ン グ リス トへ の参 加 者 も比 較 的多 い。 一 方 ネ ッ トニ ュー スの 購読 者 は フ ァ イル 転送(ftp

やgopher)の 利 用 者 を 下 回 りか な り少 な い こ とが わか った。

図1情 報 アクセ ス手段 図2要 求 され る1次 情報

図2に は要 求 され る1次 情 報 を示 した。 ほ とん ど の項 目が 並 列 して選 択 さ れて お り特 に

際 立 った 特 徴 が な いが,研 究 論 文 ・実 践 報 告,各 学 校 の ペ ー ジ,電 子 図 鑑 ・百 科 事 典 な ど

が 上 位 と な っ た。 一 方,従 来 の コ ン ビa‐ タ教 育 で中 心 と な って き た プ ロ グ ラ ム や ソフ ト

ウ ェ ア,あ る い は具 体 的 内 容 の は っき り しな か った電 子 教 科 書 は相 対 的 に関 心 が 低 くな っ

て い る。

ま た,質 問3で は回 答 者 が 利 用 して い る2次 教 育 情 報 サ ーバ を い くっ か例 示 して選 択 し

て も らっ た。NTTの 新 着 情 報 の ペ ー ジ['2]とCECの100校 プ ロ ジ ェ ク ト参 加 校 リス ト[13]は

5～6割 の方 が 選 択 して い る。 「イ ン ター ネ ッ トと教 育 」 の ペ ー ジに対 して は回 答 者 の3

割 程 度 が 選 択 して い るが,ア ンケ ー トの発 送 元 とい う条 件 が あ る た め必 ず し も十 分 客 観 的

な結 果 と は言 え な いか も しれ な い。 そ の他 の イ ンデ ック ス サ ー バ の 中 で は,豊 橋 科 学 技 術

大 学 の近 多 泰 宏 氏 に よ るYahho[正4]が よ く知 られ て い る ことが わか る。 ま た,小 ・中 学 校

に関 して は国 際 大 学 グ ロ ー バ ル コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンセ ン ター のKid'sPage[15]の 認 知 度 が

高 くな って い る こ とが 特 徴 的 で あ る。

さて,2次 情 報 サ ーバ の利 用 頻 度 に関 す る結 果 が図3に 示 さ れ て い る。 週1回 以 上 が最

も多 く,こ れ に1日1回 以 上 が 続 い て お り,か な り頻 繁 に ア ク セ ス さ れ て い る様 子 が わか

る。

最 後 に図4に お いて2次 情 報 サ ーバ に要 求 さ れ る要 件 を示 した。 情 報 の更 新 頻 度 が トッ

プ に な って い る。 ま た,こ れ に続 い て情 報 の正 確 さ も要 求 さ れ て い る こ と に注 目 した い。

一 方
,2次 情 報 サ ーバ の性 格 か ら,デ ザ イ ンや表 現 は か な り低 い数 値 に な ってい る。 ま た,

利 用 者 か らの 情 報 登 録 に関 す る関 心 も低 い こ と が わ か っ た 。2次 情 報 サ ー バ に 限 らず,

WWWで 提 供 され る情 報 に対 す る基 本 的 要 件 と して は,情 報 の更 新 頻 度 が 高 く新 鮮 で 正 確

な情 報 が 求 あ られ て い るの だ ろ う。
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Vま とめ

「イ ン ター ネ ッ トと教 育 」 の ペ ー ジを実 験 的 に運 用 して わ か った こ と は,WWWサ ーバ

に お け る情 報 の管 理 に は非 常 に手 間 が か か る とい う こ とで あ る。 新 しい情 報 を 発 見 し,整

理 ・分 類 し さ らに既 存 の情 報 の更 新 を行 うわ け で あ るが,情 報 の集 積 が進 む と これ らの 作

業 が累 積 的 に増 加 して ゆ く。 もち ろ ん,ユ ー ザ に よ る情 報 登 録 や各 種 ロボ ッ トによ る 自動

探 索 の仕 組 み も さ らに検 討 す る必 要 が あ るが,最 終 的 に は人 間 の判 断 が必 要 に な る場面 が

多 い。 例 え ば各 種 の検 索 エ ン ジ ンで キ ー ワー ド検 索 を行 った場 合,十 分 に結 果 を絞 り込 む

こ とが で きず,ご み の 山 か ら針 を探 し出 す よ うな作 業 を強 い られ る こ と も まま あ る。 従 っ

て,十 分 に精 選 され,体 系 化 され たURLイ ンデ ッ クス の リス トの必 要 性 は,イ ン ター ネ ッ

トの拡 大 と と もに ま す ま す重 要 に な って く る と思 わ れ る。

現 在 まで約12か 月 に わ た って,日 本 国 内 の教 育 情 報 の ペ ー ジを実 験 的 に 運 用 して きた 。

この 時 期 はち ょ う ど100校 プ ロ ジ ェ ク トの立 ち上 が りの時 期 と重 な って い る と同 時 に,日

本 国 内 にイ ン ター ネ ッ トブー ムが巻 き起 こ った 時期 で もあ った。 そ の 中 で 情報 収集 を 続 け

て い く こ とで,ダ イ ナ ミッ ク に変 化 す る環 境 を 目の 当 た りに す る こ とが で きた 。

日本 国 内 の初 等 ・中等 教 育 へ の コ ン ピ ュ ー タ ネ ッ トワ ー クの浸 透 は い ま始 ま った ばか り

で あ る。 ち ょ う ど10年 前 に学 校 へ の パ ー ソ ナル コ ン ピ ュ ー タの導 入 が 本 格 的 に開 始 され,

5年 後 の2000年 に は ほぼ 全 国 的 に整備 され よ う と して い る こ とか ら,10-20年 の時 間 スケ ー

ル で コ ン ピュー タ ネ ッ トワ ー クが 全 国 の学 校 を っ な ぐ こ と まで は想 像 で き る。 しか し現 在

の 学 校 の パ ー ソ ナル コ ンピ ュ ー タの 活 用 状 況 を 振 り返 って み る に,果 して,そ れが 現 実 の

教 育 を 大 き く変 え る と同 時 に発 展 させ る結 果 を もた ら して い るか ど うか は この運 動 に関 わ っ

て い る我 々 お よ び若 い世 代 の 力 量 にか か って い る ので は な いで あ ろ うか 。

付 記

この論文 は1996年1月18,19日 に早稲 田大学で行 われ たJAIN-OLU合 同シ ンポ ジウ ムにお け る中

間報告発表 「イ ンターネ ッ トと教育 一WWWに よる教育情報 の提供 一」〔且Gユにその後 の運用 の経過 を

踏 まえて加筆修正 した もので ある。
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 WWW Server for Japanese K-12 Educational Information

Kunio KOSHIGIRI 

     and

, Tamao 

Masako

SHINKE, Sanae 

TERAGUCHI

HONGOU

Department of Physics, Osaka Kyoiku University, Kashiwara Osaka 582, Japan

 After the localization of WWW browsers for Japanese kanji handling, WWW system 

has been rapidly spreading in the Japanese Internet environment and it has also en-

hanced the size of the Internet community in Japan. 

 Educational sector in Japanese society has also been changing by this new technol-

ogy of computer internetworking. The Ministry of International Trade and Industry 

and the Ministry of Education, Science, Sports and Culture have promoted "the 100-
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school networking project" in 1994-1996. This project stimulates K-12 teachers and 

researchers to involve in this new wave of education reform using the new technology 

of computer internetworking. 

 In this regard, we planed to start the experimental Japanese educational informa-

tion server using WWW system to provide the well organized educational resources 

to teachers and children on the Internet. We have organized the collected URL list 

in categories as follows: 

 Meetings, events, faculties of education, teachers colleges, institutes, research centers, 

kindergarten, elementary schools, junior high schools, high schools, libraries, muse-

ums, resources, societies, projects, foreign information and indices. 

 We have also made a research by an enquete for K-12 teachers to see the needs for 

the educational information servers. The results of the enquete is also presented and 

discussed.

Key Words  : educational in formation, Internet, WWW, K-12, URL in dex


